
人材活用ガイドライン実践支援ツール <人材活用ガイドライン俯瞰ツール>

経営課題と人材課題を見つめ直す 人材戦略を検討する 人材戦略を実行するステップ① ステップ② ステップ③

課題１ 営業が不十分／
 販路を拡大できない

課題６ デジタル化等による
業務効率化や
コスト削減の必要がある

課題４ 生産管理が十分に
 できていない

課題９ 人材育成が
十分にできていない

課題５ 財務体質を改善できない
 ／価格転嫁ができない

課題10 事業を承継する
後継者が見つからない

課題７ 人材確保に努めているが
採用に至らない・
定着しない

課題８ 賃上げができない

マーケティング戦略を構想し、内部に浸透させ、実行するこ
とができる中核的な人材の不足

営業担当人材の知識・経験の不足や、販路拡大に挑む意
欲の欠如

商品・サービスの開発を企画し、プロジェクトを先導するリー
ダーや研究開発や技術力強化を先導する中核的な人材の
不足

商品・サービスの開発プロジェクトに貢献できる担当人材の
不足

生産・製造設備の増強や高度化を企画し、資金確保を先導
するリーダーとなる人材の不足

生産・製造を担当する人材の生産・ 製造設備に関する知

識・経験の不足や、生産・製造効率の向上に挑む意欲の欠
如

業務の効率化や高度化を企画し、資金確保を先導するリー
ダーとなる中核的な人材の不足

財務担当の人材の財務に関する知識・経験の不足や、財
務体質の改善に挑む意欲の欠如

システム導入や業務プロセス等の 改善を企画し、実施を主
導する 中核的な人材の不足

従業員のデジタル化ツールの活用方法に関する知識や経
験の不足、業務改善に挑む意欲の欠如

人事管理のうち、採用や処遇 改善のための施策を企画・実
行する人材を確保・育成できないこと

採用担当の人材を育成・採用できないこと

人事管理のうち、育成・評価方針を企画する人材を確保・育
成できないことや、育成のための職場環境が整備されてい
ないこと

人事・教育担当の人材を育成・ 採用できないことや、育成
のため の職場環境が整備されていないこと

環境整備 - 人事評価制度の策定・見直し キャリアパスの見える化

採用 - 中途採用

採用 - 新卒採用

採用 - 副業・兼業/シニア人材等の活用

育成 - OJTによる人材育成

育成 – Off-JTによる人材育成（リスキリング）

育成 - 副業・兼業人材等による人材育成

環境整備 - 労働条件・処遇の見直し テレワーク

環境整備 - 業務の「マニュアル化」「デジタル化」に よる業務効率化・アウトソーシング

課題２ 商品・サービスの開発・
 改善ができない

課題３ 技術力の向上に取り組め
 ず、研究開発が進まない

中核人材
育成型

業務人材
採用・
育成型

顕在化した経営課題を分析して 背景に潜む人材課題を明らかにする 人材課題に適した窓を開き 人材獲得の戦略を立て実行し

○ 採用方法を見直す ○ 情報を発信する

○ 採用方法を見直す
○ 高校、専門学校や

   大学等との接点形成
○ 情報を発信する

○ 実施方法を見直す

中核人材
採用型

成果を獲得する

中小企業・小規模事業者人材活用ガイドライン2023 , 2023年6月公開,中小企業庁 をもとに編集

令和6年度「中部経済産業局における地域中小企業・小規模事業者の人材確保支援等事業」

○ 業務の切り出し・
稼働期間の設定

○ 多様な人材に
目を向ける

○ 実施手法を検討する ○ 実施方法を見直す

○ 実施手法を検討する ○ 企業内に還元する

○ 従業員の協同と
役割分担

○ 知見の共有の場づくり
○ 労務管理や
フォロー体制の整備

○ ミッション／ビジョン／
バリューと連動させる

○ 従業員との対話
○ 労務管理や
フォロー体制の整備

○ 働き方を見直す（超過
勤務削減、休暇取得）

○ 賃上げの実現を見据
えた事業の見直し

○ テレワークの
仕組みをつくる

○ 業務のマニュアル化
に向けた従業員への
ヒアリング

○ デジタル化による
業務の見える化

○アウト
  ソーシング

○ 権限委譲
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